
東京都のHIV/エイズの 
現状と対策 

東京都福祉保健局 
健康安全部感染症対策課 
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東京都及び都外の 
HIV/エイズ報告数推移 
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東京都のHIV/エイズ 
推定感染経路別推移 
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東京都のHIV/エイズ 
国籍別・性別推移 
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東京都のHIV/エイズ 
年齢別報告数（2017年） 
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資料提供：国立国際医療研究センター病院 薬剤部 増田純一氏（エイズ動向委員会発生動向年報より作成） 

 高齢化 

6 



駒込病院における通院患者の年齢 
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東京都の梅毒患者報告数推移 
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東京都のHIV/エイズ対策 

 
 

 

 

 
１ エイズ及びHIV感染に対する 

  理解の促進 

 

２ 感染拡大の防止 

 

３ HIV陽性者の支援 
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１ エイズ及びHIV感染に 
対する理解の促進 

（これまでの主な取組） 
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キャンペーン月間 

 
 

 

 

  
 

 
東京都HIV検査・相談月間 

 6月1日～30日 
 
東京都エイズ予防月間  
 11月16日～12月15日 

公共施設や交通機関へのポスター掲出、広報誌を
通した情報の掲載、検査の拡充、啓発ライブイベ
ントの開催・インターネットでの動画配信等を実
施 
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HIV/エイズに関する普及啓発 

 
 

 

 

  
 

 

一般都民に基本知識を提供するため、啓発リーフレッ
トを作成し、病院、保健所、学校等を通して配布 
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ピア・エデュケーション 

 
 

 

 

  
 

 

若者のピア・エデュケーターが同世代の若者に、 
HIV／エイズに関する基礎知識や予防方法等を伝
える 
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職域向け啓発 

 
 

 

 

  
 

 

人事・労務・障害者雇用
担当者向けパンフレット 

講習会の開催 

職場におけるHIV陽性者への理解拡大に向け、 
啓発パンフレットの作成や講習会を開催 

従業員向け 
パンフレット 
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２ 感染拡大の防止 
（これまでの主な取組） 
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都民が受けやすい検査・相談体制 

 
 

 

 

  
 

 

都内保健所、検査・相談室で、 
HIV・性感染症検査を匿名・無料で実施 
 
○ 区・市・都保健所 
 
○ 東京都南新宿検査・相談室 
  （平日夜間、土日） 

○ 東京都多摩地域検査・相談室 
  （毎週土曜日） 
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保健所マップ 

 
 

 

 

  
 

 

 
 

 

HIV・性感染症の検査・相談を行う 
都内保健所等の情報を掲載 

17 



ＭＳＭ向け啓発 

 
 

 

 

 
 
 

 

NPOと連携して、MSM向け啓発 
リーフレットを作成 
MSMが利用する商業施設へアウトリーチ 
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３ HIV陽性者の支援 
（これまでの取組） 
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医療機関の確保と連携強化 

 
 

 

 
 

 

  

 

エイズ診療中核拠点病院を中心に、医療提供 
体制を整備 

エイズ診療中核拠点病院 

エイズ診療拠点病院  
（エイズ診療中核拠点病院を除く） 

エイズ診療 
連携病院 

支援 連携 

連携 

支援 
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★ エイズ診療拠点病院：43か所 

 ★ エイズ診療中核拠点病院：３か所 

☆ エイズ診療連携病院：９か所 

        都内のエイズ診療拠点病院・ 
             エイズ診療連携病院 
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症例懇話会 

 
 

 

 
 

 

エイズ診療中核拠点病院が、都内の 
医療従事者等を対象に研修を実施 
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＜2018年テーマ（実績）＞ 

・長期療養化から見えてきた 
 服薬支援の新たな課題 
・HIV感染症と性感染症の 
 実際と課題について 
・地域におけるHIV陽性者の 
 長期療養支援のこれから 
・HIV感染症とその周辺の 
 性感染症（STI） 



 HIV陽性者の心理的・社会的 
 サポート 

 
 

 

 

 
 
 

 

HIV陽性者の療養支援を目的とした 
パンフレットの作成、カウンセラー派遣 

HIV陽性者向け
パンフレット 
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新たな取組等 
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１ 新たな啓発活動 

 
 

 

 

  
 

 

 
 

＜啓発対象と課題＞ 
 

(1) MSM → MSM向け情報サイトの 
          更なる活用 
 
(2) 外国人  → 分かりやすい言語を 
                      用いた周知 
         
(3) 若年層 →  WEBによる啓発強化 
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(1) MSM 

    MSM向け情報サイトへのリンク 
    バナー広告の掲載 

 
 

 

 

 
 
 

 

NPOと連携してバナー広告を作成し、スマート
フォンやアプリを含むMSM情報サイトに掲出する
ことで、検査情報サイトへ誘引 
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(2) 外国人 

  やさしい日本語で検査・相談室を 
  紹介するWEBページを作成 

 
 

 

 

 
 
 

 

東日本大震災時の状況に
関する調査で、在住外国
人の85％がやさしい日
本語を理解できると回答 
 
 
やさしい日本語を用い
て、都の検査・相談室を
紹介するWEBページを
作成予定 

やさしい日本語による 
検査・相談施設の説明 

（例） 
 
「HIVに 感染(かんせん)して
いるかを 調(しら)べたり、 
相談(そうだん)が できる 
場所(ばしょ)です。」 
 
「0円(えん)・ 匿名(とくめ
い)（自分(じぶん)の 名前(な
まえ)を 言(い)わない）で 
HIVの 検査(けんさ)（感染
(かんせん)しているかを 調
(しら)べること）ができま
す。」 
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 (3) 若年層 

 性感染症に関する総合WEBサイト 
  「東京都性感染症ナビ」の開設 

 
 

 

 

  
 

 

HIV／エイズの他、梅毒、
性器クラミジア感染症等、
性感染症の情報を一元化 
 
若年層にも関心を持っても
らえるようデザインや内容
に配慮 
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２ 検査の充実 

 
 

 

 

  
 

 

 
 

＜課題と対応＞ 
 

・梅毒患者が増加 
 特に女性では、20歳代が急増 

・梅毒などの性感染症は、HIVの感染リスクを増加 
 
 → HIV検査に合わせて梅毒検査を実施 
     クラミジア・淋菌検査は希望者に実施 
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HIVと梅毒の同時検査 

 
 

 

 

  
 

 

都の検査・相談室で、HIVと梅毒の同時
検査を実施（匿名・無料） 

南新宿検査・相談室 
 
多摩地域検査・相談室 
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３ 長期療養対応に関すること 

 
 

 

 

 
 
 

 

＜課 題＞ 

・HIV陽性者の高齢化と合併症 

・人工透析は一般医療機関での対応が重要 

・都内透析機関の受入れ状況（2011年）： 

     HIV陽性者受入れ経験あり：8.1％ 

     HIV陽性者受入れ未経験で今後の受入れが難しい 

                                     ：64.6％ 

・福祉施設関係者への啓発       
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透析医療機関の医療従事者向け講習会 

 
 

 

 

 
 
 

 

 

 2012年から開催 
  
 HIV陽性者の受入れを 
 行う際に必要な知識、 
 HIVの最新情報、受入れ 
 医療機関での具体的取組み 
 などを提供 
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透析を必要とするHIV陽性者の 
受入れに関する調査結果  

 

 

 

 
 
 

 

 

・HIV陽性者受入れ経験あり 

     8.1％（2011年） → 16.8％（2018年） 

 

・HIV陽性者受入れ未経験で、今後の受入れが 
 難しい 
      64.6％（2011年）→  47.0％（2018年）  
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透析を必要とするHIV陽性者の 
受入れに関する調査結果 

 
 

 

 

 
 
 

 

（続き） 

・今後の受入れが難しいと回答した主な理由 
  HIV陽性者専用のベッドが確保できない 
  HIV陽性者への対応手順が整理されていない 
  透析中に急変した際のバックアップ体制が 
  得られるのか心配 
   

 ⇒ HIV陽性者の受入れは進んでいるが、十分と 
  は言えないため、正しい知識の更なる啓発や 
  エイズ診療拠点病院と一般医療機関との連携 
  が重要 34 



まとめ 

 
 

 

 

 
 
 

 

＜都内のHIV／エイズ発生動向等＞ 
・新規報告数は横ばい 
・感染経路別では、同性間性的接触（MSM）が最多 
・国籍別・性別では、外国・男性が増加 
・HIV感染者では、20歳台の割合が最多 
・HIV陽性者が高齢化 
 
＜今後の課題＞ 
・外国人に対する啓発 
・長期療養対応に向けた透析等医療機関、福祉施設  
 関係者への更なる啓発、医療機関の連携 
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